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当院において濾胞性リンパ腫の診断や治療を受けられた

方

およびそのご家族の方へ

－「Tazemetostatを含めた再発・難治FL治療薬が免疫微小環境に与える影

響の解明」へご協力のお願い－

研究機関名高知医療センター

研究責任者今井利

1）研究の背景および目的

濾胞性リンパ腫についてはこれまで進行はゆっくりですが、再発を繰り返し最終的な治癒が

難しいということがわかっています。しかし、なぜ、この病気が再発を繰り返すのか、その

メカニズムがわかっていません。この研究の目的はこのような濾胞性リンパ腫の再発に関わ

る因子を解明することです。

2）研究対象者

2000年1月1日～に岡山大学病院および共同研究機関で初発あるいは再発濾胞性リンパ

腫と診断された方50名、高知医療センターにおいては診断・治療を受けられた方5-10名を

研究対象とします。

3）研究期間

倫理委員会承認後～2026年12月31日

4）研究方法

当院において濾胞性リンパ腫の診断や治療を受けられた方で、研究者が診療情報をもとに










